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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 
本研究は、長壁式採炭法を用いた坑内掘り石炭鉱山における採炭後の地盤沈下挙動を精度よく

予測するため、Caving Zoneの長期変形挙動を明確にするとともに、その予測モデルを確立したも

のであり、地球資源システム工学および安全工学上寄与するところが大きい。よって、本論文は

博士（工学）の学位に値するものであると認める。 
 


